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ＧＤＰ労働生産性（万ドル）

日
立
製
作
所
の
労
使
に
よ
る
21
世
紀
労
使
委
員
会
「
働
き
方
・

長
時
間
労
働
Ｗ
Ｇ
」
で
決
め
ら
れ
た
内
容
が
、
通
達
と
し
て
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
趣
旨
は
①
働
き
方
を
見
直
し
、
効
率
向
上
を

図
る
、
②
心
身
の
健
康
を
守
り
「
魅
力
あ
る
会
社
生
活
」
を
実

感
で
き
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
内
容
は
、
度
重
な

る
リ
ス
ト
ラ
や
人
員
不
足
な
ど
で
職
場
が
疲
弊
し
、
メ
ン
タ
ル

疾
患
の
広
が
り
や
、
各
地
で
の
労
基
署
か
ら
の
是
正
指
導
な
ど

が
背
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
通
達
の
内
容
が
、
労

働
時
間
短
縮
の
施
策
と
し
て
実
効
あ
る
も
の
か
ど
う
か
、
疑
問

を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

通
達
で
は
日
立
の
裁
量
勤
務
（
Ｈ
Ｉ
ワ
ー
ク
）
で
の
健
康
管

理
時
間
は
、
月
１
０
０
時
間
、
ま
た
は
２
～
６
ヶ
月
平
均
80
時

間
を
越
え
な
い
よ
う
に
運
用
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

月
99
時
間
も
残
業
を
し
て
健
康
を
保
て
る
で
し
ょ
う
か
？
保
育

園
の
送
り
迎
え
や
、
家
族
団
ら
ん
で
夕
食
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
？
誰
で
も
月
40
時
間

を
越
え
る
残
業
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
が
、

真
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

実
現
す
る
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

通
達
の
内
容
に
「
人
を
増
や
す
」
と

い
う
視
点
が
あ
り
ま
せ
ん
。
忙
し
い
部

署
は
慢
性
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
道
は
、
そ
の
仕
事
に

関
わ
る
人
を
増
や
す
こ
と
で
し
か
解
決

で
き
ま
せ
ん
。
派
遣
社
員
の
正
社
員
へ

の
切
り
替
え
や
、
新
た
な
正
社
員
を
採

用
し
、
教
育
に
よ
っ
て
「
一
人
前
に
育

て
る
」
こ
と
が
、
魅
力
あ
る
職
場
に
変

え
て
い
く
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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私はこれまで、必死に仕事に取り組んできました。新

製品のトラブル続きで、予期せぬ事態が日常化していま

した。そのため日々の帰宅時間は、ひどい時には深夜0時となるこ

ともありました。最後は土日も出勤せざるをえない状況となりまし

た。そのような状況に拍車をかけるのが集中力の低下です。なかな

か仕事が進まない状況が続きました。幸いその状況は1ヶ月程度で

幕を下ろしましたが、今度は疲労が回復しない日々が続きました。

やはり残業をさせる方には、本人の体調なども考慮のうえ指示を

出してほしい。そうしないから、うつ病にかかる人が増加している

と考えます。私も、もう少し長時間労働が続けば、そうなっていた

かもしれません。人として生きるためのことを、もう少し考えても

らえればと思います。

一方で長時間労働なのにもかかわらず、サービス残業や裁量労働

制に入っているという実例も多くみかけられます。残業代をしっか

り請求する権利、個人の裁量労働から外れる権利などの取り組みも

重要だと考えます。労働組合が協定を結ばなければ、残業は違法に

なるわけなので、労働組合が多残業者の協定を拒否するというのも

有効な解決策と思います。一人ひとり、無理のないことから少しず

つ、改善に向けて取り組んでいけないでしょうか？

長時間労働の悪夢

なくそう貧困、止めよう憲法改悪

投
稿

週
労
働
時
間
５
０
時
間
以
上
の
人
の
割
合
（
％
）

（注1）週労働時間５０時間以上の人の割合は、Ｈ18年度国民

生活白書（ＩＬＯ：２００４年）より抜粋

（注2）ＧＤＰ労働生産性は、社会経済生産性本部 2006年版

労働生産性の国際比較（OECD加盟諸国の労働生産性：

2004年）より抜粋

長い労働時間、低い生産性

実
効
あ
る
労
働
時
間
短
縮
を

残
業
月
99
時
間
で
健
康
？

正
社
員
の
増
員
で

魅
力
あ
る
職
場
に



交
通
事
故
多
発
で
危
機
感

弊
社
で
は
07
年
度
の
交
通
事
故

件
数
が
例
年
の
２
倍
以
上
に
達
し

た
。
会
社
は
危
機
感
か
ら
「
本
日

は
交
通
安
全
啓
蒙
日
で
す
。
職
場

毎
に
事
故
防
止
の
た
め
の
教
育
・

指
導
を
実
施
し
、
交
通
事
故
防
止

に
努
め
て
く
だ
さ
い
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
構
内
放
送
や
Ｐ
Ｃ
で
流

し
た
。
事
故
原
因
を
見
る
と
、
考

え
事
を
し
て
い
た
、
大
丈
夫
だ
ろ

う
と
思
っ
た
な
ど
で
あ
る
。
事
故

は
長
時
間
労
働
の
疲
れ
、
競
争
社

会
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
要
因
な
の

で
は
、
と
の
声
が
あ
る
。
運
転
も

仕
事
も
安
全
第
一
で
事
故
防
止
を
。

日
立
Ｉ
Ｅ
シ
ス
テ
ム

３
現
主
義
を
言
う
な
ら
、

現
実
を
見
て

会
社
は
、
「
仕
事
に
お
い
て
は

３
現
主
義
に
従
っ
て
行
動
す
る
よ

う
に
」
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。
３

現
主
義
と
は
、
現
場
、
現
物
、
現

実
と
い
う
「
３
つ
の
現
」
を
重
視

す
る
考
え
方
で
、
こ
の
３
つ
を
大

切
に
し
て
事
実
を
よ
く
見
て
、
正

し
く
確
実
に
仕
事
を
す
る
、
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
職
場
で
は
、

「
そ
う
言
う
な
ら
、
今
の
仕
事
の

現
場
を
３
現
主
義
で
見
て
ほ
し
い
。

未
曾
有
の
作
業
量
に
も
か
か
わ
ら

ず
人
は
増
え
な
い
。
作
業
量
消
化

で
み
ん
な
疲
れ
切
っ
て
い
る
。
そ

れ
な
の
に
、
一
方
で
は
、
作
業
効

率
を
上
げ
て
残
業
減
ら
せ
、
と
言
っ

て
い
る
。
仕
事
を
し
て
い
る
の
は

生
身
の
人
間
だ
、
机
上
の
計
算
だ

け
で
や
ら
れ
た
ら
た
ま
ら
な
い
。

良
く
現
実
を
見
て
手
を
打
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
声
が
で
て
い
ま
す
。

日
立
・
お
お
み
か

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト

今
期
か
ら
、
目
標
管
理
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ー
ト
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
に

変
わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
目
標
、

成
果
や
自
己
啓
発
を
書
く
所
は
簡

素
化
さ
れ
、
代
わ
り
に
健
康
状
態

や
計
画
年
休
の
予
定
な
ど
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
成
果
主
義
の
圧
力

に
よ
り
、
多
く
の
人
が
精
神
を
病

み
、
会
社
そ
の
も
の
が
お
か
し
く

な
っ
て
い
る
結
果
、
こ
の
よ
う
な

対
策
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
い
く
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
と
言
っ
て
も
、
成
果

主
義
を
続
け
る
以
上
、
小
手
先
の

対
策
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ

そ
成
果
主
義
の
廃
止
に
向
け
て
、

は
っ
き
り
と
舵
を
切
る
時
で
す
。

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
清
水

Ｈ
Ｄ
Ｄ
事
業

｢

自
力
再
建｣

の
下
で

日
立
製
作
所
は
再
建
中
の
米
子

会
社

日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
を
自
力
で
立

て
直
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
状
況
の
好
転
要
因
を
新
製
品

の
立
ち
上
げ
や
、
価
格
の
安
定
、

｢

リ
ス
ト
ラ｣

効
果
等
、
い
く
つ
か

挙
げ
て
い
ま
す
が
、
小
田
原
で
は

主
力
の
デ
ィ
ス
ク
生
産
を
中
国
・

深
セ
ン
に
移
管
さ
れ
、
多
く
の
労

働
者
が
職
場
を
失
い
ま
し
た
。
ヘ
ッ

ド
部
門
も
縮
小
さ
れ
、
や
は
り
多

く
の
仲
間
が
職
場
を
奪
わ
れ
ま
し

た
。
遠
く
離
れ
た
藤
沢
事
業
所
や
、

関
連
会
社
、
日
産
や
産
廃
業
者
へ

の
出
向
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。
激

し
い
人
減
ら
し
の
た
め
、
医
務
室

の
歯
科
は
閉
鎖
さ
れ
、
常
駐
の
産

業
医
は
、
戸
塚
病
院
か
ら
の
派
遣

医
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も

株
式
の
一
部
売
却
ば
な
し
、
再
三

「
そ
の
よ
う
な
事
実
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
、
業
務
に
専
念
し
て
く
だ
さ

い
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、｢

火
の
な

い
と
こ
ろ
煙
立
た
ず｣

だ
っ
た
の

で
す
ね
。

日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
・
小
田
原

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

日
立
超
Ｌ
で
は
、
社
員
全
員
を

対
象
に
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
」

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
従
来
か
ら

精
神
疾
患
の
罹
病
率
が
高
く
、
日

立
全
体
の
２
倍
程
度
だ
と
言
わ
れ

て
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま

で
は
技
師
以
上
が
対
象
だ
っ
た
研

修
を
全
員
に
受
講
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
そ
う
で
す
。
「
ス
ト
レ
ス
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

―

ス
ト

レ
ス
と
つ
き
合
う

―
」
と
い
う
研

修
が
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
株
式
会
社
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

方
が
講
師
と
な
り
、
約
２
時
間
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
職
場
で
の
ス
ト

レ
ス
は
人
間
関
係
に
よ
る
も
の
が

最
も
多
い
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
関
す
る
話
題

を
中
心
に
講
義
と
実
習
を
行
な
い

ま
し
た
。
仕
事
の
上
で
も
上
手
に

自
己
表
現
を
し
て
人
と
お
互
い
に

尊
重
し
合
え
る
関
係
を
築
く
こ
と

が
大
事
な
こ
と
や
、
そ
の
た
め
の

手
法
な
ど
、
参
考
に
な
る
点
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

日
立
超
Ｌ

●国家試験

毎年２回行なわれる国家試験を欠かさず受験

するようにしています。元々は仕事に関する知

識の勉強と、もし何かのきっかけで転職するこ

とになった時に有利かもしれない、という理由

で始めたことです。最近は仕事が忙しかったり

して、試験の直前にならないと勉強が始められ

ないのですが、始めてみると技術や業界の動向

がよくわかり非常に良い勉強になります。また、

会社の中だけで仕事をしている時とは違い、日

本中の人と競い合うことになるので、世間の広

さや厳しさも実感できます。受験料はそんなに

高くはないので、自分

の知識や技術のレベル

を定期的にチェックす

るためにも、これから

も継続していきたいと

思います。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！


